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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
２

４
回

 

釈
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釈
迦

釈
迦

釈
迦
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岳
登
山
口

岳
登
山
口

岳
登
山
口

岳
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山
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砂砂 砂砂
・
バ
ラ
ス

・
バ
ラ
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・
バ
ラ
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・
バ
ラ
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追
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補
充

追
加
補
充

追
加
補
充

追
加
補
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釈
迦
如
来
像
足
下
石
積
修
復
準
備
作
業

釈
迦
如
来
像
足
下
石
積
修
復
準
備
作
業

釈
迦
如
来
像
足
下
石
積
修
復
準
備
作
業

釈
迦
如
来
像
足
下
石
積
修
復
準
備
作
業
 

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
５

月
２

２
日

 
(
水

)
 
 

晴
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

児
嶋

道
夫

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
３

名
。

 

 
作

業
項

目
 

☆
登

山
口

に
砂

・
バ

ラ
ス

を
デ

ポ
（

総
数

2
0
2
袋

、
約

2
5
0
㎏

）
 

☆
釈

迦
ヶ

岳
山

頂
に

雨
水

貯
留

槽
５

個
を

設
置
( 総

貯
水

量
約

１
０

０
㍑

）
 

☆
山

頂
の

荷
揚

げ
済

み
砂

・
バ

ラ
ス

を
南

側
に

移
動
 

☆
釈

迦
如

来
像

足
下

石
組

の
採

寸
と

工
法

協
議
 

☆
崩

れ
て

広
が

っ
て

い
た

石
を

上
方

へ
積

み
上

げ
 

☆
古

田
の

森
案

内
板

の
更

新
 

☆
荷

揚
げ

済
み

セ
メ

ン
ト

の
状

態
確

認
 

 
 

 
 

 

平
日

で
も

満
車

 
 

 
前

回
分

は
空

に
な

っ
て

い
た

 
 

 
砂

・
バ

ラ
ス

を
降

ろ
す
 

 

今
回

の
砂

・
バ

ラ
ス

の
持

込
量

に
つ

い
て
( 登

山
口

デ
ポ

）
 

バ
ラ

ス
４

７
袋

（
1
.3
3
㎏

×
4
7
袋

）
６

２
. ５

㎏
。
 

砂
1
5
5
袋
(1
.2
5
㎏

×
1
5
5
袋

）
１

９
３
. ７

㎏
。
 

前
回

、
４

月
２

１
日

の
持

込
量

（
全

て
山

頂
へ

）
 

バ
ラ

ス
７

８
袋

（
1
.2
～
1
.3

㎏
×
7
8
袋

）
１

０
０

㎏
。
 

砂
１

９
７

袋
（
1
.2
～
1
.3

㎏
×
1
9
7
袋

）
２

４
０

㎏
。
 

セ
メ

ン
ト

２
１

袋
 

２
５

㎏
。
 

累
積

量
 

・
バ

ラ
ス

１
２

５
袋

 
１

６
２

㎏
。

 
・

砂
３

５
２

袋
 

４
３

３
㎏

。
 

・
セ

メ
ン

ト
２

１
袋

 
２

５
㎏

。
 

 
 

合
計

４
９

８
袋

 
６

２
０

㎏
。
 

 
 

 
 

 

協
力

依
頼

看
板

を
移

す
 

 
 

 
古

田
の

森
に

到
着

 
 

 
腐

食
で

外
れ

た
標

識
 

 

１
０

連
休

前
、
登

山
口

に
用

意
し

た
約

３
０

０
袋
（
3
6
0
㎏
) は

連
休

中
に

登
山

者
の

皆
さ

ん
の

ご
協

力
で

、
全

て
山

頂
へ

運
び

上
げ

て
い

た
だ

い
た

。

そ
の

後
、

浅
井

證
善

氏
よ

り
「

５
月

３
０

日
、

１
０

名
で

登
拝

す
る

、
功

徳

を
積

む
た

め
是

非
追

加
用

意
さ

れ
た

し
」

の
連

絡
も

あ
っ

た
。
 

準
備

荷
揚

げ
量

は
ど

れ
く

ら
い

が
適

量
な

の
か

、
必

要
な

の
か

、
判

然
と

し

な
い

が
、
２

回
目

の
補

充
は

必
要

と
思

っ
て

い
た

の
で

2
0
0
袋

を
用

意
し

て
、

本
日

持
ち

込
ん

だ
。
 

朝
７

時
、
沖

﨑
車

に
約

2
5
0
㎏

を
積

み
込

ん
で

出
発

、
９

時
ち

ょ
っ

と
過

ぎ
に

登
山

口
に

到
着

し
た

。
平

日
で

あ
る

が
駐

車
車

両
は

１
７

台
で

、
満

杯
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の
状

態
で

あ
っ

た
。

梶
野

君
も

到
着

済
み

、
早

速
砂

・
バ

ラ
ス

を
登

山
口

に

置
く

。
袋

の
締

め
口

を
下

に
し

て
水

が
入

ら
な

い
よ

う
に

し
た

。
 

前
回

、
袋

に
水

が
溜

ま
り

、
ザ

ッ
ク

に
入

れ
る

の
を

敬
遠

さ
れ

た
教

訓
か

ら
で

あ
る

。
 

水
溜

用
の

容
器

５
缶

を
そ

れ
ぞ

れ
背

負
子

に
括

っ
て

、
９

時
３

０
分

歩
き

始
め

る
。

途
中

い
つ

も
の

よ
う

に
旧

道
分

岐
、

古
田

の
森

、
千

丈
平

で
一
服

し
、

１
２

時
前

山
頂

に
着

く
。

な
お

、
古

田
の

森
で

設
置

後
７

年
を
経

て
腐

食
の

た
め
外

れ
て

し
ま

っ
た

案
内

板
を
取

り
替
え

た
。
（

梶
野

作
）
 

 
 

 
 

 

新
し

く
更

新
 

 
 

 
 

 
山

頂
の

砂
・

バ
ラ

ス
 

 
 

バ
ケ

ツ
リ

レ
ー

で
移

動
 

 山
頂

で
は

１
２

～
３
人

の
方

が
昼
食

中
で

、
我
々

も
早

速
腹

ご
し

ら
え

を

済
ま
せ

て
、

前
記

の
作

業
に
取

り
掛

か
っ

た
。
 

児
嶋

さ
ん

は
持

参
の

２
０
リ

ッ
タ

ー
オ
イ
ル

缶
３

個
を
北

側
斜
面

に
設

置
、

上
段

に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト
(2
ｍ

×
2
ｍ
) を
張

り
、
シ

ー
ト

に
降

っ
た

雨
水

が
下

へ
下

へ
と
流

れ
込

む
細

工
を

さ
れ

る
。
最

後
に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

が
飛
ば

さ
れ

な
い

工
夫

も
さ

れ
て

い
た

。
 

砂
・

バ
ラ

ス
の

移
動

は
居

合
わ
せ

た
５

～
６

名
の

登
山

者
の
自
主
的

な
協

力
が

あ
り

、
手
渡

し
の

バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
方
式

で
移

動
完
了

。
 

一
番
心
配

し
た

の
は

、
前

回
４

月
２

１
日

、
山

頂
に

デ
ポ

し
た

セ
メ

ン
ト

が

湿
気

を
吸

っ
て
固

ま
っ

て
い

な
い

か
、

と
い

う
こ

と
だ

っ
た

。
発
泡

ス
チ
ロ

ー
ル
ケ

ー
ス

に
入

れ
て

、
ビ
ニ

ー
ル

袋
２
枚

で
包

ん
で
お

い
た

。
恐

る
恐

る

テ
ー
プ

を
外

し
て
開
封

。
小

袋
に

し
た

セ
メ

ン
ト

を
全
部
外

に
出

し
て
点
検

す
る

。
あ

ー
よ

か
っ

た
、
固

ま
っ

て
い

な
い

、
入

れ
た

時
と
同
じ

状
態

だ
。

使
用
可
能

だ
。
こ

の
セ

メ
ン

ト
の

状
態

に
よ

っ
て

は
、

今
後

の
作

業
の

日
程

に
も
影
響

が
あ

る
の

で
一
安
心

で
あ

る
。
 

 
 

 
 

 

自
主

的
に

協
力

頂
い

た
 

 
 

セ
メ

ン
ト

を
確

認
 

 
 

 
 

全
て

外
に

出
し

た
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

雨
水

貯
水

槽
設

置
中

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
本

日
の

参
加

者
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２
時
間
近

く
山

頂
に
滞
在

し
、
午

後
２

時
前

に
下

山
開

始
し

た
。
 

 
 

 
 

 

要
修

復
個

所
の

採
寸

 
 

 
 

 
 

 
 

 
下

山
、

ま
だ

車
が

多
い
 

 
今

後
の
課
題

に
つ

い
て
 

◎
 

砂
・
バ

ラ
ス

は
合

計
6
0
0
㎏

を
用

意
し

た
。
セ

メ
ン

ト
は

砂
・
バ

ラ
ス

の
２

０
～

３
０
％
位

必
要

で
あ

る
。
従

っ
て

、
１

５
０

㎏
前

後
の

セ
メ

ン

ト
( ２

５
㎏

袋
で

７
袋
) を

山
頂

へ
運
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

◎
 
事

前
の

荷
揚

げ
品

と
し

て
は

、
右

の
セ

メ
ン

ト
以
外

に
、
練

り
箱

、
ス

コ
ッ
プ

、
ジ
ョ
レ

ン
な

ど
の
諸

道
具

が
必

要
に

な
る

。
 
右

セ
メ

ン
ト
や

道
具

の
重

さ
、
ボ
リ
ュ

ー
ム

を
考
え

る
と

、
あ

と
３

回
は

出
向

く
必

要
が

あ
り

そ
う

だ
。
（
場

合
に

よ
っ

て
は

浅
井

證
善

氏
の
グ
ル

ー
プ
や

新
宮
亀

の
子
会

な
ど

へ
の

協
力
依
頼

も
？

）
 

◎
 
大

日
岳

工
事

の
際

に
深
仙
灌

頂
堂

に
デ

ポ
し

た
セ

メ
ン

ト
( 約

３
０

㎏
）

の
荷

揚
げ

の
段
取

り
は
？
 

◎
 

工
法
的

に
は
基
礎

と
な

る
一
番

下
に
大

き
な

石
を

置
き

、
コ

ン
ク
リ

ー

ト
で

動
か

な
い

よ
う

に
固
定

、
そ

の
上

に
石

を
積

み
上

げ
て

い
く
こ

と
に

な
る

。
必

要
な
モ
ル
タ
ル
・
コ

ン
ク
リ

ー
ト

は
、
現
在

の
量
（

砂
・
バ

ラ

ス
6
0
0
㎏

、
, セ

メ
ン

ト
1
5
0
㎏

）
で

足
り

る
の

か
？
 

◎
 
現
場

の
標
高

は
、
１

８
０

０
ｍ

の
高
地

、
雨

水
や
融
雪

水
が
凍
結

し
て

膨
張

、
小

さ
な
隙
間

を
押

し
広

げ
る

。
で

き
る

だ
け

水
が

溜
ま

ら
な

い
よ

う

に
工

夫
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
作

業
で

は
段
取

り
準

備
を
怠

れ
ば

、
工
事

着
手

に
影
響

が
あ

る
。

し
っ

か

り
と

し
た
打

合
せ

、
準

備
が
大
切

だ
。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
0
7
:
0
0
→
0
9
:
0
6
太
尾

登
山

口
0
9
:
2
5
→
1
0
:
4
3

古
田

の
森
1
0
:
5
6
→

1
1
:
5
6
釈

迦
ヶ

岳
山

頂
1
3
:
5
0
→
1
5
:
3
4
太
尾

登
山

口
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
沖

﨑
、
写
真

；
梶

野
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


